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§４ 接線と重解条件 

Ｈ４.１
(1) 求める接線の式を、

y px q    ······························ ①

とおく。放物線 2y x との共有点の x
座標は、

2x px q 
   ∴ 2 0x px q     ······················· ②

の実数解である。直線①と放物線
2y x が 3x  で接するので、②の左

辺は、
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と表される。これより、
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であり、求める接線の式は、

6 9y x 

(2) 求める接線の式を、(1)と同様におく
と、今度は、直線①と放物線 2y x が

1x   で接するので、②の左辺は、
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と表される。これより、
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であり、求める接線の式は、

2 1y x  

Ｈ４.２

(1)直線 4y x k   が放物線 2y x と接

するのは、共有点の x座標を求める方
程式

2 4x x k  
すなわち、

2 4 0x x k     ···························· ①
が重解をもつときである。

解 1 ①を平方完成により変形すると、
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となる。よって、①が重解をもつのは、

4 0, 4k k    
のときである。

解 2 ①が x t を重解にもつとすると、
左辺は、
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と表される。係数を比較して、
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②より 2t   だから、③に代入して、
2( 2) 4, 4k k      

解 3 ①の 1次の係数に着目して、①が
重解をもつとすればそれは 2x   であ
ることがわかるから、①の左辺は、
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と表される。定数項を比較して、
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(2)直線 3y ax  が放物線 2y x と接す

るのは、共有点の x座標を求める方程
式

2 3x ax 
すなわち、

2 3 0x ax     ···························· ①
が重解をもつときである。

解 1 ①を平方完成により変形すると、
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となる。よって、①が重解をもつのは、

212 0, 2 3, 2 3a a     

のときである。

解 2 ①が x t を重解にもつとすると、
左辺は、
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と表される。係数を比較して、
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③より 3, 3t   だから、②より得ら

れる 2a t に代入して、

2 3, 2 3a  

解 3 ①の定数項に着目して、①が重解

をもつとすればそれは 3x   である

ことがわかるから、①の左辺は、
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と表される。 xの項を比較して、
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(以上、すべて複号同順。) 


